令和８年度第１回森町創生総合戦略策定推進委員会　議事録
日　時　令和８年８月２７日（木）１４時００分～１５時３０分
場　所　森町役場　新棟２階会議室
出席者　別添委員会名簿のとおり
概　要　以下のとおり

１．開　会
岩井企画振興課長より挨拶

２．委員長挨拶
遠藤委員長より挨拶

３．森町創生総合戦略について
　追加資料について事務局より説明

４．議　事
①令和７年度第２回森町創生総合戦略策定委員会に係る意見対応表について
　前回委員会での質疑に対して事務局より回答・説明。

～委員意見～
佐藤(真)委員
　先週の金曜日だったと思いますが、学生が17名、先生が3名と報道の方が4名、私たち女性協が５名、町から４～５名が参加しました。
　地元飯として「ほたて飯」を作りながら学生と交流ができたという点では目標が達成できましたが、そのあとの活動には関与していません。意見交換の場がなかったので、もう少しそういった機会があった方がよかったと思います。

事務局
　次年度以降の交流に反映させていただければと思います。

遠藤委員長
　やりっぱなしで終わるのではなくちゃんとしたリアクションをとって、どういう形で情報発信をしてもらっているのかなど、その後を知りたいのかなと思いますのでそのようにお伝えいただければと思います。


阿部委員
　町外観光施設というのは具体的にどういったところ置いてらっしゃるのですか。

事務局
　町外観光施設については今回確認できていないため、確認のうえ回答させていただきたいと思います。

遠藤委員長
　私が知っている範囲ですと、ホームページ上にパンフレットがあるので、アクセスするために二次元コードが記載されているカードやポスターをどこに持って行って広げたらいいかという話ですね。海外の方は、おそらくピンポイントで森町を検索して直接アクセスしているのではないかと思います。

事務局
　補足ですが、ポスター等については自治体間でやりとりがありまして、森町のポスターを他町の道の駅にも貼っていただいたりもしておりますので、その中で貼ってもらっているのかなと思います。

遠藤委員長
　阿部委員から何かご提案などありますか。

阿部委員
　東京などには北海道のアンテナショップがあったり北海道物産展が開催されています。そこには北海道を求めて来場される方が多いと思いますので、そういった施設を活用させていただくのも有効だと考えます。

②第３次森町創生総合戦略事業調書について
　事業調書について事務局より説明。

遠藤委員長
　７番の大学連携による若者定着促進事業で、令和７年度に「１」とあるのは大学連携で森町に来た学生が森町に住んでいるということですか。

事務局
　令和５年度にインターシップで受け入れた大学生１名が地域おこし協力隊として令和７年度から当町に定住しています。
遠藤委員長
　13番のもりまちPR大作戦について、首都圏でのイベントというのは北海道物産展のようなイメージですか。

事務局
　移住定住フェアというイベントでございます。
昨年度は東京・大阪の会場に出展しており、関係人口としてカウントしています。

佐藤(重)委員
　森の道の駅はもったいないなと思います。町の行財政改革はわかります。優先順位もありますし、その中で経済対策について具体的に計画があればお聞きしたい。

事務局
　道の駅については、基本構想までは行っており、基本計画が一旦ストップしていると認識しております。

遠藤委員長
　ちょうど私のゼミの学生たちが先日森の道の駅と砂原の道の駅へ伺いました。
学生の反応としては、砂原の道の駅の方がお土産として買えるものが多くて、森町の道の駅では買うものがないというような感じでした。あとは砂原の道の駅にエアコンをつけてほしいとも言っていました。近くに七飯のような大きな道の駅があると、なおさら止まらず行ってしまうのかなと思います。

金丸委員
森町・旧砂原町の特色として水産加工業が発展しているというところがあり、その中で地元の方々が地元の製品を買えるところはどこなのかを考えると道の駅が一番、目につくのではないかと考えます。
地元で作ったものを率先的に地元の人に買ってもらえるような品揃えになるよう力を注いでおります。道の駅の充実というのは是が非でも進めていただきたい。
地元の事業者は良い製品をたくさん作っていますので、それを地元の方がどれだけ認知しているのかなという部分を今一度考えてもらって、買える場所として道の駅は重要なところなのかなという風には考えております。

吉田(靖)委員
森町を最終目標にして道の駅に寄る人は少ないと思います。どこかの通過点であって、そこで冷凍商品は買いにくいと思います。途中で寄って買っていけるようなものが全くないです。森町は農業も盛んだと思うのでそういったものも前面に押し出していければいいのかなというのが一つ。
あとは子育て支援についてですが、以前子どもが日曜日に発熱したときに森町の救急担当の病院に電話をしたら子どもは診れないと言われてしまい、函館まで行くことになりました。病院に着いてからもさらに長時間待たなければいけない。冬に発熱することも多いので冬道の運転の不安もあります。そういったことも考えていただけたらと思います。

事務局
　医師によって、小児を診れる方、診れない方がいることや、土日は外部から先生がくるため、そういったことが生じてしまうことがあります。要望は伝えさせていただきます。

中西委員
　学校でお預かりしているお子さんが、今ここで計画を立てたことを実現していき、その社会で生きていくことになります。ですので、この町がどのような姿になっていくのかというのは学校の中、教育の中でも子どもたちと共有していかないといけないと考えています。
　森町内にある小・中・高校では特色ある学校づくり推進事業を進めています。
　その中で木育を取り入れていたり、他にも、さわら小学校では砂原漁協さんと協力して1年生から6年生で発達の段階に応じて漁業体験を進めたりと、地域理解学習に位置付けて取り組んでいます。
私自身は、人をどれだけ育てられるか、連れてこられるかが大事かと思っています。
人・物・金とよく言われますが教育の中では人というところが一番大事にしていかなければいけないと思いますし、先ほどの医療の例もそうですが、医師という人材を必要としていて、町が欲している人材をどれだけ引っ張ってこれるか、活用できるかということが大事なのかなと思います。
こういった事業をやると「どれだけお金を使っています」という話になりますが、人が育つようなお金の流れや仕組みを作るのが大事なのかなという風に思います。
道の駅であれば森小学校の１・２年生が生活科の学習で公園を探検して道の駅の中も探検すると、トイレ休憩に寄られた観光客の方に声をかけていただけることがあります。子ども達自身の中では道の駅はちょっと特別なところになっているので身近なところではないです。子どもたちにとって道の駅が紹介したいなとか、みんなに知ってほしいなと思ってもらえれば、大人になった時にその良さをもっと発信できるのかなと思いますので、特色ある学校づくり事業をより充実させたいと考えています。
将来子どもたちが色々な技術を持つと外で試したくなると思いますが、試したことを持って帰ってきてくれる人材を育てていけたらと思います。

事務局
ご意見ありがとうございます。今年度から総合計画の第 3 次計画策定に向けてスタートしています。今回のご意見等ふまえて一般町民だけでなく、子育て世帯や小中高生に対してもアンケートを行い、どういう町であってほしいか、どういう町であれば戻ってきたいかというような設問を作りニーズを把握しながら、反映させていきたいと考えています。

楯石委員
　事業ナンバー19について、令和７年度は５名、令和８年度は７名で現在12名。
　関係の皆さんのご支援ご協力に感謝申し上げます。
先月行った学校説明会には中学生38名、引率の保護者が40名と昨年度に比べて20人ほど参加者が増え、本校に対して興味関心を持っていただいているなと感じております。
部活動体験でも野球部が27名、剣道部が3名と中学生に関心を持ってもらえました。
　今後の課題としては居住問題があり、町内外の子を受け入れるにあたりご支援ご協力をお願いしたいと思います。

事務局
　会議冒頭に総合戦略と企業版ふるさと納税の関連性についてご説明しましたが、現在さまざまなメディアで注目されている森高校野球部に対して今日も１件、「寄附を考えている」という話もありました。今後ともお互いに協力していければと思っています。

佐藤(真)委員
総合戦略の中に「安心して子育てできる環境調整」や「質の高い教育環境を整備」とあり、数年前から金銭的な支援はあるものの、その結果が出てきていませんよね。
金銭面だけでなく環境整備等については町としてどのようにお考えですか。

遠藤委員長
　事務局から担当課に伝えていただくようお願いいたします。



丹崎委員
　連合の立場からお話させていただきますが、賃金の引上げをなんとかしていただきたいということと、安心して働ける場所がないと定住がなかなか難しいと思いますので、商工会議所さん含めて一緒になって取り組んでいけるようなことがあればいいのかなと思います。
また、学生さんと話す機会があり、どういう職場が良いか尋ねると「髪の色が自由にできる」「ピアスをつけてもいい」というような、賃金ではない話もありましたので、明るく楽しい職場づくりも推進していければいいのかなと思いました。

古川委員
　森高校が周りを盛り上げてくれていますが、私からするとあと何年続けられるんだろうという疑問が非常に大きいです。現在は吉田監督の指導を受けたいという子たちが来てくれていますが、吉田監督が10年20年いてくれるものか、後継者を育てるのか探すのか。寮も目標値45人へ上方修正されておりますけども、本当に毎年5人10人と入学希望者がくるのか、野球に興味がある生徒しかこないということでいいのかなという気持ちもあります。他にビジョンはありますか。
　また、消防本部に勤めていますが、小児医療には苦慮しています。
　町内では小児を診てくれる医療機関がないというのが十何年も前から言われていることですけども、改善していただかないと若い人たちがこの町に定住することは無理だろうと思っています。
この町で安心して暮らせるような環境を育てない限りは人口の減少は食い止められないと思いますので、どこか一部なおすというだけでなく町全体の問題だと思っておりますので、1つ1つ目標があって、これを達成すれば良くなるとは思いますが本当の問題というのはもっと根深いものがあるのかなと思います。

楯石委員
森高野球部が良い風を作ってくれましたので、当然私たちも その風に乗りたいところです。ただ、こればかりに頼ってもいけないということも考えております。
野球部の相乗効果で休部状態だった剣道部やバドミントン部の活動が再開したり、ハイスペックなコンピュータ機器があるためeスポーツ部も立ち上げたところです。
学校は部活だけやるところではありませんので、勉学についても考えております。本校は総合学科ですので選択科目が多く設定されているため自分の興味関心や進路に合わせてカリキュラムを組んでいけるというところです。
森町の一次産業を知る授業を増やしてインターンなどに取組んでいます、また、来年度からは2年生3年生で、1年生で学んだ内容を応用発展編ということで内容を深めていく学校のカリキュラムの改変を企てているところです。私たちの狙いとしてはこうした学びを深めることで一次産業に就業する子どもたちを育成していき、産業の担い手対策支援にも絡めていきたいと考えています。
函館市内の中学校に学校のパンフレットを持って回ってきました、待っているだけでなく学校努力も必要だと考えております。

新谷委員
広報委員会から出席させていただいておりますが、小学校の教員をしていたので教育に興味があり、その部分に関してお話させていただければと思います。
私は吉田委員と同じく森青年会議所に所属しておりまして、先日青年会議所の事業として中学1年生6名を台湾に連れていく国際交流事業を実施しました。これからこの成果分析をする段階ですが、事業を通して一番感じたのは台湾の子どもたちや大人が日本と関わりたいと思ってくれているということです。もちろん今は国際交流という形ですが、最終的にはビジネスで繋がりたいという思いがすごくあるように感じました。もし新規事業を立ち上げていく上で子どもたちに国際理解や色々な理解を与えてあげられるような事業があれば我々も一緒に活動したいと考えています。

村上委員
　私は新函館農協森営農センターから出席させていただいております。６番の新規就農者等定着促進支援事業について、農林課さんと取り組んでおりますが濁川中心でいえばトマト栽培で若手農業者がかなりおります。新規就農者の方に目を向けられがちですが、農林課さんとタッグを組みながら地元の農業者さん親元就農の担い手対策も含めてカップリングパーティーを函館に行ったり、町外から女性を募集しながら毎年やってきましたが、その場では成立しても長続きしないという現状です。
　町にもたくさんの業種、事業者がありますので他の地域から女性を呼ぶのではなく、地元に標準をあわせてカップリングパーティーができないものかと思っています。

吉田(勇)委員
　産業の担い手対策支援の、森・砂原漁協における新規組合員の加入人数が令和７年度５名となっていますが、かなり少ないと感じています。私が組合に入った4年前で280名くらいだったと思いますが、今は250名程度だったと思います。これだけ年々漁業者の数が減っているということになりますので、町外から移住して漁業者になってくれる方が居れば嬉しい限りですけども、新規で漁業を始めるという方はごくわずかだと思います。令和7年度の5名も家族経営で息子さんやお孫さんがおじいさんやお父さんが組合に入っているから自分もという方だと思います。町外から入ってきた方に向けた環境づくりが必要だと思いますし、このままでは漁業の衰退が目に見えていると思います。
遠藤委員長
　例えば、町外で漁業をやりたいと思っている人がいたら、どうしたらいいのでしょうか。

吉田（勇）委員
　森町に住所を移して、規定の日数漁業に従事していただく必要があります。研修所もあるのでそういった所に来ていただくことも可能です。

事務局
　年に１～２回ほど、札幌や函館で漁業就労フェアをやっていて、漁業に関心がある方やマッチングしたい漁協、漁家が参加しています。
　マッチングできればその後は、吉田委員が言ったように住民票を移していただけると町からの支援もあるというような制度を作ってやっています。
　また、先ほど楯石委員からも地域の産業に就職をというお話もあったと思いますが、町外から野球をやりにきた生徒が３年間でいなくなるのではなく、その後の就労の機会だとか授業で一次産業、漁業者とマッチングして地域産業を担っていくようなスタイルを築くことができればいいかなと思いました。

阿部委員
　ＵＩＪターン新規就労支援事業は、マッチングサイトに登録している企業でなければ対象にならないという認識でよろしいですか。
当行のお客様で東京や名古屋から採用しましたというお客様がいらっしゃるのですが、独自のルートや転職サイトを使って採用が決まった方なので、この方は移住支援金支給の対象にもならないということでしょうか。

事務局
　阿部委員おっしゃられたような、自分で探して来られた方は北海道からの支援を受けられない状況となっておりまして。登録している事業所または町で起業するケースであれば移住支度金をもらえる制度となっています。町内の登録事業者が少ないと希望に沿わないというところはございます。

阿部委員
　道の駅の件は繰り返し出ていますが、財政改革を優先するということも十分理解しています。その中でPPP・PFIといった民間と連携した社会インフラ、公共施設の設置の手法だとかを取り入れて、前倒しで道の駅建設を検討していただければ起爆剤になるのではと思っておりますので、手法の検討をお願いできればと思っております。
③第３次森町創生総合戦略 新規事業の紹介について
　新規事業について事務局より説明。

～オブザーバーより～
渡島総合振興局地域創生部　山室地域政策課長
　事務局から色々なKPIの考え方の説明がありましたし、各委員の皆様から様々なご意見がありましたけども、KPIの設定と進捗管理は非常に難しいという実態がございます。設定にあたっては、取組とKPIの因果関係をどこまで役場内で整理できるか、次に目標値をどこに設定するかは悩ましいところです。
　KPI設定にあたっての取り組みと数値の因果関係と目標値が適切かどうかについて役場内で議論していただくことが一番大事かなと思っております。
その議論の中で、目標値が設定当時から、役場の努力に限らず社会情勢の変化等によって数値や達成に影響が出ているかや、逆に、人や予算など政策的支援が集中できていないことによって目標達成していないといったことを議論することが、振興局を含めて計画で一番大事かと思います。
本日は調書の中で予算事業単位の目標設定についてご説明いただきましたけども、施策単位でカテゴライズされているものもございますので予算事業単位でのKPIは推進しておりますが、施策単位で考えたときには成果が上がっているといった考え方も一部必要だと思っております。
　道庁でも昨年度総合戦略見直しで今２年目ですがやはり進捗管理が難しく、人材育成や確保、就業者の部分では、当初の見通しと比較して厳しい結果が続いている状況です。若い人が渡島管外へ出てしまったりというそもそもの情勢がありますのでそういったことを考えたときに、数値を見直した方がいいのかという議論は我々の中でもしているところです。
　一方、観光入り込み数は渡島管内市町の皆さんに連携して情報発信していただいて順調に伸びています。
ただ、北海道の入り込み自体が相当伸びておりますので我々振興局の取り組みとの因果関係として伸びているのか北海道全体としてやっていることや社会情勢的に増えていく要素があるから渡島としても増えているのか冷静に見ていかないと、伸びているからと言って上方修正すると判断するわけにもいきませんので数値目標の推移については冷静に見ていく必要があると思います。
森町についても、2年目になりますのでこういった見直しもありますけども、数値目標に寄らない成果みたいなものを設定するなどして、取り組みについて成果がどうかっていうのを検証検討していただくということも、ご検討いただければと思います。
　

岡嶋町長
　現在、第３次森町総合開発振興計画を策定する期間となっており、先日行われた総合開発振興計画の会議の中では「縮充」という言葉をテーマに出しました。
　縮小に対して充足する。まさにこれから人口減少が進む中、サイズを合わせる「縮」に対して、中身がぎゅっとなったときに、その中身だけが「充」ということではなく、先ほどから総合戦略の会議の中で委員の皆様からいろいろな意見が出たとおり、事業や人を繋げて成長のエンジンとなる重要な会議であると位置づけています。
　さきほど保育と病院の話がありましたが、小児科の先生が町内にいないというのは森町の医交会の先生たちをはじめお医者様皆さんの懸念、課題として捉えていただいています。
　町内のくがクリニックでは９月１日から小児科の診療を始めるそうです。もともとは栗山町でクリニックを開業されていた方ですが退職して、くがクリニックの中で小児科をオープンするという話で、小児救急も当然やられていた先生ですし、新生児医療もやられていたということです。
　どういった事業内容になるかはこれから発表されると思いますが、「小児科の先生がきました、よかったですね」ではなく、小児科の先生が来て開業できるということになると病児保育の可能性が高まります。病児保育が可能になると、保育園に行ったけども発熱をしてしまった場合に、親が子どもを引き取りに来なくても済むという状況がうまれ、安心して仕事につけるということになります。
　そういった状況になれば、商工会議所で進めている職業紹介等の事業にも繋がっていくと考えます。
　行政の仕組み上、役割の中で進めていくことが性質上仕方がないことではありますので、それをいい意味でかき混ぜて、壊して再構築していくという一番大事な会議になっています。委員の皆様にはご意見をたくさん出していただいて、いい意味で役場職員を困らせていただければと思っています。
　これから人口減少が進みますし、事業の考え方というのは皆さんが生活の目の前にある課題を解決するため、そして行政も含めた町民の皆さんが事業を通してどういう風に変わっていくかという観点も非常に大事だと思います。
　引き続きたくさんのご意見をいただきますことをお願い申し上げ、また感謝申し上げまして挨拶とさせていただきます。

遠藤委員長
　ありがとうございました。
それでは事務局より、今後のスケジュールについて事務局より説明願います。


事務局
　令和８年度第２回森町創生総合戦略策定推進委員会は、令和９年３月を予定しております。

遠藤委員長
　他になければこれで令和８年度第１回森町創生総合戦略策定推進委員会を終了いたします。ありがとうございました。

